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令和６年３月に配信をスタート

した滋賀県警察公式防犯アプリ

「ぽけっとポリスしが」は、令和７

年６月末でダウンロード数が約

29,000 件となりました。 

 設定したマイエリア（長浜市など）で発生した

不審者情報・事件情報・アポ電情報などをいち早

くお届けするほか、防犯ブザー機能、ちかん対策

機能など暮らしの安全安心に役立つ便利機能等

を提供します。 

ぜひダウンロードして、あなたとあなたの周

りの人たちの安全安心にご活用ください。 

 

滋賀県警察本部生活安全企画課 

TEL : 077-522-1231（代表） 

 

 

 

 狙われるのは高齢者だけじゃない ！『若い世代の被害』が急増 ！ 

 

警察官になりすまし、「捜査のために必要」などと言って、金を振り込ませる手口の詐欺が滋賀

県内で多発しております。特に、日常的にLINEなどのメッセージアプリを利用することが多い若 

い世代の被害が急増しています。 

    被害件数：５６件（令和７年５月末） 被害額：３億5000万円余 

    被害にあった年代：多い順に２０代【１６人】30代【１３人】４０代【１２人】 

              ※２０代～４０代で被害全体の７割以上を占めています！  

 ◆◆◆ 手口と対策 ◆◆◆  

・着信番号が「国際電話」や「＋88-XXX-X１１０（末尾が１１０）」  

・「あなたの口座が犯罪グループに使われている」「逮捕状が出ている」などと脅される  

・LINEなどのビデオ通話で逮捕状を見せられたり、事情聴取されたりする  

・「資金調査」などの名目で預金を別の口座に送金するように指示される  

◎警察がSNSで連絡を取ったり、逮捕状の画像を送ることは絶対にありません！  

まずは落ち着いて電話を切り、相手が名乗った警察署の電話番号を自分で調べてかけ直し、 

事実確認をするか、警察相談専用ダイヤル「＃９１１０」へ相談しましょう。 

   

 

滋賀県内では、「SNS型投資詐欺・ロマンス詐

欺」「還付金詐欺」「キャッシュカード詐欺盗」な

ども依然として発生しており、長浜市内でも被害が

出ています。  

◆◆◆ 被害を防ぐための対策 ◆◆◆  

◎お金が返ってくる、お金が増えるなどのうまい 

話は詐欺を疑い冷静に対応を  

◎口座番号や暗証番号などを教えない  

◎一人で判断しないで、家族や知人に相談を  

 ◎不安な時は、長浜署（☎ 62－0110）または  

木之本署（☎ 82－3021） へ相談を 

 



 

どむ 

 

 

  

 

6月13日に伊香高校で、令和７

年度SOUND（サウンド）会の指定

書交付式があり、今年度のメンバー 

２１名に指定書とベスト等が交付

されました。（左） 

式に引き続き、平和堂木之本店に

移動し、木之本署、長浜市防犯自治

会と一緒に特殊詐欺やトクリュウ

への注意喚起を呼びかける啓発を

実施しました。（右） 

 

高校生としての 

誇りと使命感を 

持って、他の生 

徒の模範となる 

よう努めます。 

SOUND 会のベストと帽子を身に着けた

新メンバーが啓発に挑戦しました。 

 

7月1日にSOUND会は、平和堂木之

本店において、保護司会および更生保護女

性会と一緒に「社会を明るくする運動」の

啓発を実施しました。  

生徒を代表し誓いの言葉を述べる千田

奏良（せんだ そら）さん。 

社
会
を 

明
る
く
す
る
運
動 

6月3日に長浜署は、小谷こども園において、職員

を対象とした不審者対応訓練を実施しました。また、

同日、同署少年補導員会による園児を対象とした誘拐

防止教室も実施され、園児らは不審者から身を守る合

言葉「いかのおすし」を大きな声で復唱しました。 

６月13日に長浜署は、長浜小学校の３～６年生

を対象にオンラインによる非行防止教室を実施し

ました。 

女性のアバターを使って、万引きなどの非行防止

指導を行った後に、話していたのは女性ではなく、

男性警察官が声を変えていた事を明かしました。 

驚く児童らに、「ネットは簡単にウソがつけます。

相手を信用しすぎないように。自分の情報を与えな

いこと。」とネット利用時の注意喚起を行いました。 
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 “社会を明るくする運動” 
～犯罪や非行を防止し、 

立ち直りを支える地域のチカラ～ 

すべての国民が、犯罪や非行の防止

と犯罪や非行をした人たちの更生につ

いて理解を深め、それぞれの立場にお

いて力を合わせ、犯罪や非行のない安

全で安心な明るい地域社会を築くため

の全国的な運動で、今年で７５回目を

迎えました。 
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